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合計 1601社 511社 31.9%
依頼先数 回答数 回答率

製造業 357社 127社 35.6%

建設業 288社 89社 30.9%

卸売業 287社 96社 33.4%

小売業 255社
依頼先数 回答数 回答率

79社 31.0%

不動産業 119社 42社 35.3%

サービス業 295社 78社 26.4%
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資
金
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り
D
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・
人
手
過
不
足
D
I

資金繰りＤＩは▲8.2（前期▲4.8）で悪化、人手過不足は▲
35.0（前期▲30.1）で「不足」超となりました。来期は資金繰
りＤＩが横ばい、人手過不足は引続き「不足」超の見通しです。

10
年
間
の
推
移（
価
格
D
I
）

価格は仕入価格ＤＩが55.8（前期64.9）でやや低下、販売
価格ＤＩは28.0（前期30.3）でほぼ横ばいでした。来期は
仕入価格がやや低下、販売価格は横ばいの見通しです。

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

業
況
Ｄ
Ｉ
の
推
移

全業種の業況ＤＩは▲8.8（前期▲10.4）で横ばいでした。
内訳は製造業が▲22.0（前期▲6.8）、非製造業が▲4.4
（前期▲12.1）となっています。来期はやや改善の見通しです。

売
上
額
D
I
・
収
益
D
I（
前
期
比
）

売上額ＤＩは▲2.2（前期▲5.4）でやや改善、収益ＤＩは▲
8.4（前期▲9.2）で横ばいでした。来期は売上額ＤＩ、収益
ＤＩともに改善の見通しです。
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の
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I
）
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が
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題

資
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10
年
間
の
推
移（
業
況
D
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）

調査時点／2023年8月16日～9月5日
調査依頼先／当庫取引先
調査方法／郵送調査
調査対象期間／［今期］2023年７月～９月
　　　　　　　［前期］2023年４月～６月
　　　　　　　［来期］2023年10月～12月
分析方法／「増加」（上昇）したとする企業の
占める構成比と、「減少」（下降）したとする企業
の構成比との差（DI）により分析を行った。
※DI：Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）
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　今回のアンケート調査は、新型コロナウイルス5類移行後の行動制限がない初めての夏を迎え、
人出の増加と共にインバウンドやレジャー需要が活発化する一方で、急速な円安によるコスト増
や物価高、海外経済の減速懸念等が混在化する中で実施されました。
　こうした環境下、今期の全業種業況DIは▲8.8で前期比1.6ポイント上昇したものの、全体の
景況判断としては横ばいとなりました。また、来期については、やや改善の見通しとなっています。
　今後も、新型コロナウイルス感染症による景気のマイナス要因が剥落する中で、インバウンド
需要の本格的な回復等が期待される反面、為替変動、原材料価格、消費者物価の動向、
ウクライナ情勢などの懸念材料にも引き続き注視が必要です。

－1.9－1.9

3.23.2

－17.3－17.3
－22.0－22.0

－8.8－8.8

－4.4－4.4

今年も最低賃金を上げるとの
ことですが、いつまで経っても
安売りで競争している量販店、
仕入先への圧力で値上げを許
さない大企業！商売とは商い！お
互いにウィンウィンでなければ
中小企業は持たないのでは！
（近江八幡市 製造業）

お客様の声
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原材料高 52.0

売上の停滞・減少 38.6

人手不足 28.3

26.0人件費の増加

仕入先からの値上げ要請 22.8

0% 20% 40% 60% 80%

材料価格の上昇

人手不足

下請の確保難

売上の停滞・減少

人件費の増加 18.0

25.8

29.2
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安
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元
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相
が
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撃
さ
れ
死
亡

9月

円
安
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行
、一時
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０
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台
突
入
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中
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習
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平
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権
3
期
目
へ
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次
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田
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氏
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類
」に
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行
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水
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始
＝

東
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福
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第
1
原
発

10月

岸
田
内
閣
発
足

2月

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

4月

円
急
落
、一
時
１
３
１
円
台

お客様の声お客様の声
●ドル高や円安はその時々で輸出業者や輸
入業者にとって悲喜交々の喜怒哀楽を運ん
できますが、もう少し100～110円くらいで
納まるようにできないものでしょうか。観光客
が増えたからといって嬉しいものでもないです。
（尼崎市 総合建設業）
●今後、業界における各種規制、参入障壁が
中小企業を減少させる大きな一因となる予想
が強い。（豊中市 電気工事業）
●今後も屋外の工事が中心故に昨今の気候
の異常さに先行き不安点が多いです。長雨、
暴風、熱射等。（宝塚市 電気・通信・土木工事）
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●顧客の動向が物価上昇のため
生活費を重視している。不動産
の需要の減少が心配。
（西宮市 不動産仲介）
●特に景気の悪さは感じない。
（西宮市 不動産賃貸業）
●土地・資材等の高騰により販売
価格が一般客層では手が届かな
い状況の中、経営継続は非常に
難しい。（尼崎市 不動産業）

お客様の声

今年は注文が多い。売上はか
なり増加が見込める。
（大阪市 建設コンサルタント）

お客様の声

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

－2.5

40
（％）

20

0

－20

－40

－60

売上額

収益

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 12月3月9月 9月9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

▲
見
通
し

－7.3

－17.7

15.6

21.8

お客様の声
●商品の価格上昇が毎月のようにあり、値上がり
前の商品を大量に購入したりすることがある。車
での営業なのでガソリン代の上昇が気になる。
（大阪市 美容用品卸売業）
●昨今の建築資材の高騰により住宅産業自体
の閉塞感があるものの、リフォーム需要はそれ
なりにあり、お客様（工務店）と一緒になって受注
に繋げていきたい。（川西市 住宅建材・機器卸）
●エンドユーザーは身の回り品の物価高を許容し
ていない。また、コロナ渦中に抑制されたコト消費
に、消費が集中しており、モノ消費は弱含みである。
（大阪市 卸売業）
●原材料価格の高止まりや運賃の値上げ等によ
り、利益率を伸ばせない状況が続いています。
（三木市 卸売業）

お客様の声お客様の声
●金地金の上昇が激しく、記念品などの取止め
や変更が多く出てきており、売上利益が減少し
ていきそう。対応策がなく困っている。
（大阪市 貴金属小売業）
●ポストコロナになり、人の動きの活発化は感じ
ていますが、値上げラッシュの影響もあるのか、不
況感はまだまだあります。コロナ禍で増えた借り
入れが重くのしかかっています。現在はワクワクす
る店作りに取り組んでいます。ＥＣ、実店舗共に。
（西宮市 文具小売業）
●来店顧客はコロナ前に比べて回復基調である
が、完全に戻っている訳ではない。会社としてはオ
リジナル商品の企画を増やし、高付加価値商品の
売上増により、企業体質の強化を図っていきたい。
（豊中市 服飾雑貨小売業）




